
　
以
上
で
論
稿
三
十
三
篇
、
教
塞
卒
業
生
の
約
牛
数
の
寄
稿
を
網
羅
し
、
そ

れ
が
卒
業
順
に
酬
列
さ
れ
て
み
る
か
ら
讃
渚
は
又
本
書
に
よ
っ
て
常
教
室
の

學
風
並
に
そ
の
志
向
を
弓
取
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
（
菊
版
入
六
入
頁
、
定
償
拾

圓
特
儂
九
欝
、
古
今
書
院
獲
行
）
　
〔
米
倉
〕

彙

華尺

○
考
古
學
年
報

束
京
考
古
畢
會
編

　
本
書
は
昭
和
九
年
度
に
於
け
る
本
邦
．
考
古
學
界
の
綴
織
を
整
理
し
、
此
の

方
面
に
聾
心
を
持
つ
人
士
の
便
寅
に
資
せ
ん
が
爲
．
に
編
輯
し
た
も
の
で
あ
る

隷ハ

ﾌ
内
容
は
先
づ
考
古
墨
∴
叉
賦
の
総
目
を
ぱ
A
考
古
腺
ご
般
・
理
論
文
鰍
「
、
8

日
本
内
地
考
宵
掌
文
獄
…
、
C
同
歴
墾
考
古
學
文
瞭
…
、
D
田
本
内
地
以
外
考
古

’
學
文
獄
の
西
項
に
分
か
つ
て
列
蔑
し
、
　
こ
れ
に
地
域
別
索
引
と
筆
者
別
索
引

と
を
附
し
、
次
ぎ
に
そ
の
内
主
要
な
る
論
著
の
梗
概
及
び
批
評
を
掲
げ
、
更

に
詞
年
度
に
於
け
る
本
邦
．
考
古
學
界
の
動
向
を
説
き
、
猶
巻
末
に
ほ
附
録
と

し
て
英
交
の
學
界
展
望
を
戯
・
せ
て
居
る
。
誠
に
適
寛
之
際
す
べ
き
年
報
で
あ

っ
て
、
文
獄
の
翻
に
於
て
は
殆
ど
遺
憾
な
し
と
思
は
れ
る
程
度
ま
で
網
羅
さ

れ
、
主
要
論
著
の
紹
介
批
許
、
學
日
展
整
な
ど
も
簡
に
し
て
要
を
つ
く
し
て

居
る
。
か
x
る
年
報
は
そ
れ
臼
膿
の
債
龍
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
を
縫

績
す
る
こ
と
に
依
っ
て
更
に
使
命
を
畿
揮
す
る
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
黙
止
の

勢
を
多
と
す
る
と
共
に
こ
れ
が
縫
績
を
新
っ
て
止
ま
ぬ
。
猫
絡
り
に
注
文
と

し
て
可
及
的
に
閾
録
縛
載
の
蟄
察
を
阻
む
次
第
で
あ
る
。
大
阪
市
住
吉
町
阿

部
野
筋
三
ノ
十
、
東
京
考
古
學
工
臨
行
、
定
．
偵
重
刻
四
拾
銭
　
〔
小
野
〕

報

　　

@　

@
・
鯨
鐡
鐵
熱
蝉
紀
魏
菟
挙
行
記

箋
只
葺
・
領
導
）
蒲
辮
嶋
線
懸
鼎
騨
誤
謎
畢

　
既
β
前
夜
の
雨
模
様
ほ
打
っ
て
攣
っ
た
快
晴
と
な
り
、
前
途
の
萬
幸
を
約

す
る
檬
で
あ
る
。
午
前
七
博
に
は
藤
・
出
雲
路
・
柴
田
三
先
生
を
始
め
卒
業

生
・
學
生
の
京
都
里
謡
に
集
る
者
二
十
乱
費
、
途
申
大
阪
か
ら
聖
駕
も
あ
り
、

緊
縛
適
言
和
束
和
歌
山
騨
に
降
り
立
つ
者
丁
度
…
∴
牽
名
と
な
っ
た
。

　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
鰹
前
敗
宮
、
國
懸
瀞
富
、
騨
よ
り
東
へ
歩
行
籔
町
鳥
居
を
く
“
れ
ば
、
垂
直

に
北
に
蓮
る
参
道
を
軸
と
し
て
、
左
に
臼
前
大
臣
を
祭
る
日
航
剛
冨
、
宿
に
國

懸
大
瀞
を
奉
祀
す
る
國
懸
宮
が
あ
り
、
　
一
は
巨
像
鏡
野
は
日
矛
を
御
駕
代
と

す
る
と
傳
へ
て
る
る
。
臼
像
鏡
及
臼
矛
に
闘
す
る
薦
話
は
更
に
説
く
迄
も
な

い
が
、
由
來
”
耽
の
爾
大
恥
は
即
ち
天
照
大
憩
の
魏
姿
と
せ
ら
れ
、
覇
家
の
御

崇
敬
極
め
て
、
厚
か
っ
た
こ
と
は
天
武
挙
城
文
徳
清
和
の
雁
朝
、
幣
吊
、
憩
封

或
は
三
舞
与
を
奉
獄
さ
れ
た
こ
と
が
史
に
見
え
、
又
延
喜
式
に
は
、
名
憩
大
髄

に
列
し
、
勝
年
月
次
新
喜
の
諸
祭
及
び
特
に
相
醤
の
祭
に
も
宮
幣
に
預
っ
て

み
る
例
に
よ
っ
て
も
適
せ
ら
れ
る
Q
更
に
此
の
御
零
と
既
の
紀
の
土
地
と
の

閣
…
係
に
は
、
天
蓮
根
命
を
始
組
と
す
る
零
墨
塾
家
が
蓮
綿
と
し
て
此
の
瀞
の

司
祭
奉
灘
に
當
O
今
に
及
ん
で
み
る
聖
意
血
巌
的
な
永
い
深
い
繋
り
が
あ
り

近
く
は
徳
川
紹
駕
鼠
が
初
め
て
紀
伊
に
入
圃
勒
す
る
や
、
先
づ
既
の
爾
…
霞
の
融
殿

第
二
十
一
巷
　
第
四
雛
　
　
入
七
九
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